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IBARA
180号社協だより

和み･押し花レアの会
「しおり作り体験」

ハンドメイド ラ･ラ･ラ
「エコ T 作り体験」

とんとん隊
「ステンシル体験」

朗読ボランティア サークル･あい
「染糸の織り機体験」

栄養ボランティアいばら
「手作り地区輪カレーボランティア」

コミマサポーター ＆　　
　　個人ボランティア
「会場準備・駐車場係」

赤羽根カフェスタッフ
「抹茶ボランティア」

DASH ひまわり
「コーヒー販売ボランティア」

↓ いと･おもろ座  「ちんどん屋」

平成３１年３月２２日（金）̀そとボラ♡うちボラ♡みんなボラ　みんな集まれ～ありがとう！ボランティア交流会'より

スポーツ吹矢井原
「スポーツ吹矢体験」

井原手話サークル
「手話体験」

井原笑いヨガクラブキラキラ
「笑いヨガ体験」

絵本読みグループJI
「地域かるた体験」
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 「地域に、行くとこをたくさん

作ろうやぁ！」

　誰でも気軽に立ち寄れて、

コーヒーを飲みながら会話を

楽しむ、あたたかい交流の場

づくりを推進しています。

　月に１度、専門の先生による

相談支援や、誰もが気軽に集

える居場所づくりを目指して、

ボランティアの皆さんととも

に活動しています。

　地区社会福祉協議会ととも

に、地域住民相互の助け合い

や交流の輪を広げ、ともに支

え合う地域づくり活動や、モデ

ル地区ボランティアセンター

の推進をしています。

　中高生を対象とした夏のボラ

ンティア体験活動や、児童・生

徒のボランティア活動の普及、

災害ボランティアの養成講座

など、さまざまなボランティア

活動の推進をしています。

　合言葉は“ふれあい”から

“ささえあい”へ。各地区社会

福祉協議会を中心に、地域で

の見守りや声かけ、困りごとの

早期発見の仕組みづくりを推

進しています。

　居宅介護、訪問介護、通所
介護（やすらぎセンター）など
の介護保険事業所や、障がい
福祉相談支援事業所、児童発
達支援・放課後等デイサービ
ス（井原あゆみ園）を運営して
います。

〜地域共生社会を目指して〜
３
月
20
日
に
理
事
会
、
27
日
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
31
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把

握
し
解
決
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
複
雑
化
し
た
課
題
を
受

け
止
め
る
た
め
の
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の
確
立
に
向
け
、
計
画
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

赤羽根カフェ事業

ひきこもり支援事業

ふれあいのまちづくり事業

ボランティア活動事業

ご近所福祉ネットワーク事業

介護保険･障がい福祉事業

基本理念　「ふれあい  たすけあい  ささえあい」のまちづくり

　 
重 
点 

目 

標

（
１
）
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
総
合

的
推
進
と
支
援
活
動
の
強
化

（
２
）
地
区
社
協
の
活
性
化
・
地
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動

の
推
進

（
３
）
介
護
保
険
事
業
の
改
正
に
沿
っ

た
適
正
な
経
営
と
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

（
４
）
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
相
談

事
業
・
支
援
事
業
の
充
実
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会
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

　﹃
地
域
で
支
え
合
う

　
　
　
　 

あ
た
た
か
い
ま
ち
井
原
を
目
指
し
て
﹄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会 

長　

鳥　

越　

愛　

子　

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
４
月
１
日
付
で
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

〝
地
域
で
支
え
合
う
あ
た
た
か
い
ま
ち
井
原
〞
を
目
指
し
、
み
な
さ
ん

と
共
に
「
人
づ
く
り
」「
仕
組
み
づ
く
り
」「
環
境
づ
く
り
」
を
基
に
、

微
力
な
が
ら
精
一
杯
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
聞
き
し
ま
す
。

そ
う
い
う
時
代
の
大
転
換
期
の
今
こ
そ
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
誰
も

が
役
割
を
も
ち
、
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
組
織
の
適
切
な
運
営
を
通
じ
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平成31年度  事 業 計 画  予 算

すぱーく美星管理運営事業・・・・・・490千円

改善センター等管理運営事業・・・・8,520千円

いばらサンサン交流館事業・・・・ 27,003千円

歳  入 歳  出

■介護保険収入 ₁₀₂,₇₄₃ 千円

■受託金収入 ₂₃,₁₉₄ 千円

■会費収入 ₅,₄₁₇ 千円

■共同募金配分金収入 ₆,₇₃₈ 千円

■法人運営事業 ₄₄,₃₀₄ 千円

■共同募金配分金事業 ₇，₀₄₀ 千円

■居宅介護支援事業 ₂₇,₄₂₆ 千円

■障がい福祉サービス事業 ₂₂,₂₃₈ 千円

■経常経費補助金収入 ₅₃，₁₈₅ 千円

■障がい者福祉サービス事業 ₂₂,₃₇₆ 千円

■寄付金収入 ₄，₄₇₉ 千円

■その他 ₁₈，₇₃₅ 千円

■地域福祉活動推進事業 ₃₆,₅₈₃ 千円

■訪問介護事業 ₃₈，₀₂₁ 千円

■やすらぎセンター事業 ₅₁，₄₁₅ 千円

■その他 ₉，₈₄₀ 千円

介護保険収入
43％経常経費補助金収入

23％

受託金収入
10％

その他
8％障がい者福祉

サービス事業
9％

会費収入 2％

寄付金収入
2％

共同募金
配分金収入

3％

法人運営事業
19％

地域福祉活動
推進事業

15％

共同募金
配分金事業

3％

訪問介護事業
16％ 居宅介護

支援事業
12％

やすらぎ
センター事業

22％

障がい福祉
サービス事業

9％

その他
4％
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インタビュー

① きっかけは？
　絵本の読み聞かせを通して、心豊かな子ども

の育成と高齢者の方にも心身共に健康で、楽
しいひとときを過ごしてもらいたいという
思いから。

② 大切にしていることは？
　対象者の笑顔とチームワーク

③ やりがい・楽しみは？
　「あ～おもしろかった」「楽しかったな～」
　「今度はいつ？」という言葉や笑顔、そして、

食い入るような真剣な目に出会えた時。

設　　立：２０１７年９月

会 員 数：７人

活動内容：児童クラブや幼稚園、サロン・カフェな

どでの絵本の読み聞かせや大判かる

たの実施

活 動 日：随　　時

～井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体紹介～

『絵本読みグループJI』みんなの手
その７

↑大判かるたの実演

撮影隊（左から鳥越、八重本、石部、石原）

にぎわう赤羽根カフェ特別ブース

↓書画カメラを使っての
　絵本読み

　

３
月
22
日
︵
金
︶
に
行
わ
れ
た
＂
そ
と
ボ

ラ
♡
う
ち
ボ
ラ
♡
み
ん
な
ボ
ラ
み
ん
な
集
ま

れ
～
あ
り
が
と
う
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
＂

で
、「
赤
羽
根
カ
フ
ェ
拡
大
作
戦
！
目
指
せ
48

カ
所
‼
」
と
し
て
特
別
ブ
ー
ス
を
作
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
全
31
カ
所
の
カ
フ
ェ
の
様
子

を
上
映
し
、
カ
フ
ェ
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ

り
、
受
付
や
接
客
な
ど
ス
タ
ッ
フ
ひ
と
り
ひ
と

り
が
自
分
の
役
割
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
が
醍
醐
味
で
す
。

　

み
ん
な
が
活

躍
で
き
る
居
場

所
を
も
っ
と
も

っ
と
作
っ
て
い

く
た
め
に
は
、

地
域
住
民
が
つ

な
が
り
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
役

割
を
持
っ
て
居

場
所
を
作
る
と

い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

撮影隊の思う

〜カフェの心得〜 

 その一. つどう場所がある

 その二. やることがある

 その三. おしゃべり相手がいる

み
ん
な
が
活
躍
で
き
る
居
場
所
を

〜
出
番
の
あ
る
地
域
を
目
指
し
て
〜
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　市内小中高等学校21校の児童・生徒を対象として、社会福祉への理解と関心を高め、ボランティア
の心を養う活動を普及しています。

“福祉の心”の めばえ　   ～児童・生徒のボランティア活動普及事業～

野
菜
名
人
さ
ん
と
交
流
！

青
野
小
学
校　

　

青
寿
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

６
月
に
芋
の
苗
植
え
、
11
月
に
芋

掘
り
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た

芋
は
、
児
童
が
協
力
し
て
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
を
作
り
、
お
世
話
に
な

っ
た
野
菜
名
人
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
「
感
謝
の
会
」
で

一
緒
に

い
た
だ

き
、
食

に
対
す

る
感
謝

の
気
持

ち
も
生

ま
れ
ま

し
た
。

喜
ん
で

　 

遊
ん
で
く
れ
る
か
な
！

井
原
中
学
校　

　

幼
稚
園
児
た
ち
と
交
流
を
深
め

る
た
め
、
自
分
た
ち
で
道
具
等
を

一
生
懸
命
考
え
、
手
作
り
し
、
工

夫
し
な
が
ら
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
！

県
立
井
原
高
等
学
校　

　

南
北
両
校
地
合
同
清
掃
活
動

を
、
５
月
と
10
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
、

各
校
地
通
学
路
周
辺
を
は
じ
め
、

井
原
町
内
の
公
園
や
小
田
川
周
辺

の
清
掃
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

全
校
で
練
習
し
た
合
奏
や

合
唱
を
、
敬
老
会
で
披
露
し

ま
し
た
。
手
作
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

や
肩
た
た
き
を
し
て
地
域
の

方
々
と
楽
し
く
交
流
し
、
高

齢
者
を
敬
う
心
を
育
み
ま
し

た
。

いつまでもお元気で！
野上小学校

地
域
社
会
の
一
員

　
　
　
　
と
し
て
の
自
覚
！

大
江
小
学
校　

　

大
江
地
区
社
協
に
よ
る
給
食
配
食
サ

ー
ビ
ス
活
動
に
参
加
し
、
手
紙
と
し
お

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
添
え
て
高
齢
者
の

お
宅
に
お
弁
当
を
届
け
ま
し
た
。
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
直
に
接
す
る

こ
と
で
、
そ
の
苦
労
や
喜
び
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぴ
か
ぴ
か
大
作
戦
！

稲
倉
小
学
校　

　

稲
倉
地
区
の
公
共
施
設
や
学

校
周
辺
、
通
学
路
の
清
掃
活
動

を
と
お
し
て
、
環
境
美
化
や
学

校
・
地
域
を
愛
す
る
心
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
が
育
ち
ま
し
た
。
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志
陰
中
満
・
し
返
典
香
◇

母
義
亡

 
町
野
青

　  

子
慶
宅
三

母
亡

  

町
野
青

　  

雄
国
上
井

母
亡

  

町
原
井

　  
男
一
智
武

父
亡

  

町
原
井

　  
治
英
中
田

母
亡

  

町
木
稲
下

  

之
博
岡
有

母
亡

  

町
子
之
木

  

母
亡

  

町
原
江
西

  

男
延
本
椋

母
亡

  

町
原
井

　  

男
実
原
猪

父
亡

  

町
部
出
下

  

宅
三

　
隆

夫
亡

  

町
市
日
七

  

子
準
井
金

父
亡

  

町
市
日
七

  

治
智
宅
三

母
亡

  

町
市
日
七

  

史
祥
原
杉

父
亡

  

町
原
井

　  

明
宜
田
原

母
亡

  

町
原
井

　  

二
啓
戸
関

母
亡

  

町
原
井

　  

史
勝
上
井

妻
亡

  

町
代
神

　  

次
健
越
馬

父
亡

  

町
辺
神
市
山
福

 

義
央
本
花

父
亡

  

町
原
江
東

  

弘
康
田
宮

父
亡

  

町
原
井

　  

広
基
原
出

妻
亡

  

井
吉
町
井
芳

 

夫
良
田
久

母
亡

  

滝
花
町
井
芳

 

也
和
上
大

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配や悩みごと等の相談 月～金曜日   8：30～17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭賃借・境界問題等）

6/ 4（火）  10：00～15：00
6/25（火） 

13：00～16：00
7/ 9（火）

ひきこもり
専 門 相 談
要予約

専門家によるひきこもりに関する相談
5/22（水）
6/26（水） 

10：00～12：00

療 育 相 談
就学前の子どもの心配や悩みごとに関する
相談

月～金曜日   8：30～17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月～金曜日   8：30～17：00

金銭管理等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月～金曜日   8：30～17：00

福 祉 貸 付
相 談

世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月～金曜日   8：30～17：00

ふ れ あ い 福 祉 相 談 セ ン タ ー
※相談は無料で秘密は厳守されます。

　　　　　　　  ）く除は日祝（ 　 【予約先】井原市社会福祉協議会　☎ 62 － 1484

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
付
寄
ご

成
平

年

月

年

月

）
略
称
敬
（
日

母
亡

  

井
吉
町
井
芳

 

橋
高

　
勇

父
亡

  

井
吉
町
井
芳

 

夫
一
島
福

夫
亡

  

井
吉
町
井
芳

 

子
美
都
宅
三

夫
亡

  

井
吉
町
井
芳

 

美
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